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       ◆ おもちゃづくり市民塾 ◆ 
                                 丹羽史朗（SA１２期） 
 おもちゃづくり市民塾の活動も、もう３年という時間を経過しました。最初の１年は、おもちゃ

づくりの活動を手伝ってくださるプロを養成したいという思いで、毎月第２土曜日に塾を開催し、 
世代間交流専攻コ－ス出身の方たちから毎月ひとつずつ、おもちゃの作り方を勉強しました。 
 そして、公民館の文化祭や学校関係の行事などに皆で参加して、子どもたちを相手に楽しい一刻

を過ごしていました。なかでも、連協の後援で、北千里小学校の体育館を借りて、「親と子の手づく

りおもちゃ教室」と銘打って実施した活動、ニュウタウン北部の五つの小学校の親子約１００名が

集まり大盛会だった。 

 ２年目に入って間もなく、毎月の塾だけでは物足りないとして、有志で吹田市内の公園に出向い

ていって、子どもたちが遊んでいるところで、おもちゃづくりの店を拡げてみたらどうだろうかと

いうことになり、第３土曜日に出かけるようになりました。キャンプ用の簡易テ－ブルやパラソル

も買い求め、手づくりの幟も作っていただき、巡回出前おもちゃづくり教室という名前もつけまし

た。当初は午前中に活動していましたが、子どもたちの集まりが良くないことから、午後の活動に

切り換えてみたところ、今度は大盛況になりました。大人だけの都合で午前にしていたのは大間違

い、午前は宿題やなにやで、子どもたちは遊びに出てこないんだなと気がつきました。 
 ところが、１１月も中旬を過ぎると、屋外の風は我々シルバ－にとっては少々過酷で、１２月か

ら３月の間は屋外活動を中止し、４月初めにお花見を兼ねて、千里南公園の屋外ステ－ジ付近での

おもちゃづくりから再開しました。 
 ３年目に入ると、市との業務委託契約が終了し、独自の活動ということになりました。毎月の勉

強会と巡回出前おもちゃづくり教室はそのまま継続、さらに酷暑、厳寒期には屋内でおもちゃづく

り教室を開催しようと、かねて狙っていた千里市民センタ－の図工室の使用について市と交渉し、

許可をいただきました。‘０４年７～８月が第１回、１２月～３月に第２回のシリ－ズを実施（内２

回は江坂公園の花とみどりの情報センタ－会議室）し、今回は第３回のシリ－ズとして、７月２３

日と８月２０日の２回実施しました。開催に当っては先ず案内のチラシを作成し、今は２、０００

枚ほど印刷して、周辺の小学校７校と児童センタ－や南千里公民館、市民センタ－、図書館などに

配布を依頼しています。お陰で南千里周辺の地理に明るくなりました。 

 効果の程はというと、当初は２０～３０名位の参加でしたが、先日の７月２３日の時は、開始時

刻の３０分程前から親御さんに付き添われた子どもたちが集まり始め、定員３０名のところ５６名

（参加者名簿に記載された方だけで）、付き添いの親御さんを含めると９０名、それに我々スタッフ

を入れると１００名を超える大盛況となりました。 
 吹田市の肝いりでおもちゃづくり市民塾を立ち上げ、地道に活動を続けてきた塾生全員の努力が

実ってきて、おもちゃづくりが「市民権を得た！」と確信できた一日でした。 
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         ～  私のボランティア活動 ～ 

                                大平 節子（SA１６期） 

〃今の私にできる事から〃と、いつも心に投げかけております。私のボランティア活動のキッカケ

となったのは、手話講習会を通して「吹田ろうあ太鼓 和龍耳」との出会いでした。 
教っていた先生が率いる、太鼓グループの発表会を聴きに行った時の感動を、今も忘れることが出

来ません。そこには、いまを生きる喜びや、いのちの素晴らしさを、感じさせる何かがありました。 
聞く者の魂をゆさぶる、そんな迫力あふれる演奏に自然と涙がでて止まりませんでした。 
この人達と「一緒になにかしたい！」、「一緒に太鼓を叩きたい！」との思いで今に至っており、「ろ

うあ高齢者施設建設募金活動」や、色々なイベントに参加しています。機会がありましたら是非一

度太鼓の響きを感じて下さい。その他にも、次ぎのような色々な活動をすすめております。 
「砂漠緑化基金」毎月わずかですが、募金を始めて９年目に入ります。本当に砂漠に一滴ですが私

の小さな国際交流です。 
「読売福祉ボランティア大阪」読売の点訳・手話・音訳講座修了生達が運営活動しています。現在

私は事務局担当ですが、９月から現場にはいります。 

「サポート吹田１６」地域活動に参加しています。子供達と交わるのはほんとうに楽しいです。 
「ＳＡ吹田」福祉用具説明員の研修も受けています。 
 いま、こうして色々なことに活動できますのも、丈夫な体と協力を惜しまない家族、また私との

出会いを、大切にしてくださる皆様のおかげと思っております。心から感謝いたしております。  
 次に、言葉のあそびをひとつ－ 
－“ 柳かげを冷やして飲む ”－これは落語の青菜と言う演目に出てくる言葉です。 

“柳かげ”？ これはみりんと焼酎を 半々に混ぜたお酒とのことです。如何にも涼しげで夏らし

い言葉ではありませんか。 
 

   － 造る楽しさと遊ぶ喜びを満喫 － 
          竹見台児童センターＳＡ吹田のおもちゃつくり 
                                                           久賀俊秀（SA１７期） 
夏休み真っ只中の８月５・６日の両日、市立竹見台児童センターでおもちゃつくりを行いました。

初日は好天に恵まれましたが、二日目はものすごい雷雨のため楽しみに予約していた子どもたちが、

何人も来られないというアクシデントに見舞われましたが、それでも参加者は幼児・児童・お母さ

ん合わせて二日間で延７０人近くになり、盛況な催しとなりました。 
子ども達は自分で造ることの楽しさを知るとともに、造ったおもちゃですぐに遊べるということで

顔一面に喜びの表情がでていました。 
ＳＡ吹田からは７人のメンバーが参加し、「ストローグライダー・かざぐるま・ストロートンボ・

はねがえる・クリオネ」などを用意しましたが、いずれの方も造り方・教え方が上手な上遊ばせ方

も慣れたもので、ストローグライダーの遊びでは、子ども達は自分の自信作品で良い結果を出そう

と真剣にプレーをする大競技会になり、大きな歓声があがっていました。 
後日談ですが、地区の納涼まつりのときにおもちゃ会場で知り合った子と出会いましたら、「お
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っちゃんあれから家で作ったらもっと飛んだで」と楽しそうに話してくれましたので、「又やろな」

というと「ぜったいいくで」と大きな声で返してくれました。 
ここで「竹見台児童センター」を少し紹介しますと、吹田市が幼児・児童の遊びや学び活動の場

として、市内に１０ヵ所の児童センター・館を運営しており、竹見台のセンターは竹見台・桃山台・

佐竹台・高野台・津雲台の子ども達へ開放されています。河野館長のほかスタッフ５人で様々な活

動メニューを企画提案しこども達に喜ばれています。センター利用者は平日は１００人程度ですが、

夏休み中は多いときで１８０人位になることもあり、連日元気な声が行き交っているとのことです。

もう少しグランドが広ければいいなという感想ですが、学校とは一味違った空間として子ども達に

親しまれているのを見るにつけ、有意義に活用されていることを実感しました。 

 ちなみにこの行事は「市報すいた」の取材を受けており、９月か１０月に写真付？（期待半分）

で紹介されるとのことですのでご一読ください。 
 

  （＾。＾）「あおば老人クラブマジック」に参加（＾。＾） 
                                 中内和恵（SA１６期） 

 ８月９日（火）、午後２時から約２時間、青葉丘の「ト－カンマンション」の集会所にて、野原さ

ん、菰池さん、司会進行役として老大２４期の安藤さん、中内の４人による豪華？麗華？なマジッ

クショウを披露する機会を得ました。 

「あおば老人クラブ」は、今年初めの発足なのですが、６５歳から入会資格が得られるとはいえ、

参加された方々は皆さんお若く、ジッと見つめられると、タネがばれそうで緊張の連続でした。 
でも短い時間ではありましたが、無事に終わってほっとしました。 

 安藤さんは、大変に暑い中集まってくださった皆さんとお孫さんを驚かそうと、簡単なマジック

を披露したり、皆さんを飽きさせない工夫を随時されていたのには、仲間の私も勉強させていただ

きました。 

 ボランティア活動とは、「無理しない」「押しつけない」「自然に交流できる自分」を磨く場所と思

えば、意義のあるものではないかと思いました。時間の許される範囲で、これからも地域の皆さん

と一緒に考え行動出来ればいいのでは、とそんな一日でした。 

 

      ◎  求む！  「おもちゃづくり」 応援 
 この度、吹田市職員労働組合より、千里南公園一帯で開催される「よっといで祭り」に、SA
吹田おもちゃづくり市民塾に対し「おもちゃづくり」の依頼があり、参加することに決定しま
した。 
主催者側によりますと、当日３～４万人の人出が予想されており、手づくりおもちゃは他に参
加組がないことから、最初から多忙を強いられることになるかと思われます。 
おもちゃづくりは、前半５種目 後半５種目に分けて実施する予定で、スタッフは３０名程度は
必要です。ご多忙中とは存じますが、応援参加願える方は、奥・八木まで連絡お願いします。 
                    記 
     開催日時  ２００５年９月１８日（日） １０：００～１５：３０ 
                         （集合は９：３０にお願いします） 
     開催場所  千里南公園 「こどもわくわく広場」（中央広場から見て右上方向） 
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             （阪急 南千里駅 下車） 
     なお、雨天の場合は朝７時の時点で対応を判断します。  
                        （SA企画担当 奥 正昭・八木秀雄） 

  

       ―――― ＳＡ吹田  活動予定表（９月～１０月） ――― 
 月   日  曜         行      事   場 所 
  9    1  木 「やさしい日本語」            10:30~12:00 北千里公民館 
     3  土 にぎやかネット「おもちゃづくり」    10:00~12:00 北山田小学校 
    8   木 日本語を知ろう・学ぼう・お話しよう「やまびこ」 

                     10:00~12:00 
北千里公民館 

    9  金 SA 吹田役員会                       10:00~12:00 南千里公民館 
   10   土 「みんなで楽しい土曜日にしよう」     10:00~12:00 松柏学園 
   10   土 「おもちゃづくり市民塾」             10:00~12:00 北千里公民館 
   11  日 「みんなの健康展」 

    午前「みのり会」・「イン吹田いきいき歌体操」    
メイシアタ－ 

   14  水 第３回「ひがさいっ子ステ－ション」  10:30~15:00 東佐井寺小学校 
   15  木 「やさしい日本語」           10:30~12:00 北千里公民館 
   16  金  第５回「懐かしい歌声の集い」 12:30～ 南千里市民センタ－大ホ－ル 
   17   土 第４回「竹の子クラブ」              13:30~15:00  山田第３小学校 
   17   土 江坂大池サタデ－スク－ル             9:30~11:30  江坂大池小学校 
   18   日 第２３回「よっといで祭り」          10:00~15:30 千里南公園 
 10    2  日 ミニ文化交歓会                      13:00~16:00  亥の子谷コミセン 
    6  木 「やさしい日本語」                  10:30~12:00 北千里公民館 
    8  土 第６回「みんなで楽しい土曜日にしよう」10:00~12:00 松柏学園 
    8  土 「おもちゃづくり市民塾」            10:00~12:00  北千里公民館 
   11  火 お迎え市長室                        13:30~15:00  吹田市役所 
   12   水 第５回「ひがさいっ子ステ－ション」  13:30~15:00 東佐井寺小学校 
   13   木 日本語を知ろう・学ぼう・お話しよう「やまびこ」 

                     10:00~12:00 
北千里公民館 

   15   土 第６回「竹の子クラブ」              13:30~15:00  山田第３小学校 
   20   木 「やさしい日本語」                  10:30~12:00 北千里公民館 
 22・23 土日 公民館文化祭「オモチャマジック」    10:00~16:00 北千里公民館 
   23   日 緑化フェア－                        10:00~15:00  江坂公園 
   24   月 わくわくタイム「おもちゃ館」        14:30~15:30 千里第２小学校 
 

＜編集後記＞＞ ついに衆院選が公示され、9/11（日）が投票日となりました。 
社会保障・経済・財政・外交・安全保障・憲法問題など 多くの問題点が問われています。年金
や老人医療費問題にも影響します。しっかり目を見開いて、１１日は選びたいものです。明日の
日本を左右する重い一票です。 
SA 吹田の皆さんの活動がますます活発化し、予定表欄が増えてきました。特にこの時期は秋祭
りや文化祭などの行事が増え、「おもちゃづくり」など関係ある方はご多忙のことと存じます。
出来るだけ皆で助け合って、子どもたちに楽しみや夢をあげてください。      （松川） 

 


